ト / 


Th, , 
AN 


“ 
た 


KY 


et 


い 
ここ 





ーー は じ め に 一 一 


この 度 は 『 義 経 』 を お 買い 上 げ 頂 き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま す 。 ゲー ム 
を 始め る 前 に 本 書 を よく お 読み 下さ い 。 

な お 、 本 ソフ トウ ェ ア 、 な ら び に 本 マニ ュ ア ル の 著作 権 は 日 本 ソフ テッ ク 株 式 
会 社 が 所 有 し て お り 、 複 製 行為 、 及 び 賃 貸 行為 は 一 切 許可 し て お り ま せん 。 


本 ゲー ム は 義経 の 伝記 を も と に 脚色 を 加え た も の で あり フィ クシ ョ ン で あり ま 
す 。 
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ーー MS-D0S の 組み 込み に つい て 一 一 


本 製品 を お 楽し みい た だ く た め に は MS-DOS が 必要 で す 。 以 下 に MS-D0S 
の 組み 込み 方 を 説明 し ます 。 
必要 な 物 

1. MS-DOS (Ver.3.1 以上 ) の シス テム が 入っ た ディ スク 

2. 義経 の A ディ スク 


まず 、 MS-DO0OS の シス テム の 入っ た ディ スク を ドラ イブ 1 に 、 義 経 の A ディ スク 
を ドラ イブ 2 に 挿入 し て リセ ッ ト し て 下さ い 。 

MS-DOS が 起動 し て コマ ンド が 入力 で きる 状態 に な り ま し た ら 次 の よう に 入力 し 
て 下さ い 。 


B : INST = 


終了 の メッ セー ジ が 表示 され る まで ディ スク を 抜か な いで 下さ い 。 
終了 し た ら そ れ ぞ れ の ディ スク を ぬい て 下さ い 。 以 上 で MS-DOS が 義経 の A ディ 


スク に 組み 込ま れ ま し た 。 
ゲー ム は 今 つ くっ た 義経 の A デ ィ ス ク と B デ ィ ス ク だ け で 楽し め ま す 。 


※ MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す 。 


ーー 「 義 経 」 の 時 代 一 一 


義経 の 活躍 し た 時 代 は 今 か ら 約 八 百年 程 前 の 平安 末期 に まで さか の ぼる 。 

朝廷 と 公家 は 常に その 内 部 で 権力 争い を 続け て いた 。 や が て 彼ら の 争い は 武力 
に よる 闘争 を 必要 と する まで に な る の で ある 。 ここ に 武家 の 登場 を 見 る こと と な 
る 。 
「 保 元 の 乱 (1156 年 )」。 こ の 乱 は 後 白河 天皇 と 崇徳 上 皇 に よる 権力 争い で あっ た 
が 、 実 賞 的 に は 天皇 、 上 皇 、 そ れ ぞ れ の 側 に つい た 武家 の 代理 戦争 で あっ た 。 乱 
その も の は 後 白河 天皇 の 勝利 に 終わ っ た 。 この 乱 で 後 白河 天皇 側 に つい て 戦っ た 
の が 、 平 清盛 と 源義 朝 を 中 心 と する 武家 で あっ た 。 以後 、 平 清盛 と 源義 朝 は 政治 
的 に も 大 き な 権 力 を 持つ よう に な る 。 

と ころ が 、 平 清盛 は 数 々 の 策略 に より 、 政治 的 に 源義 朝 を 凌 芳 する よう に な る 。 
朝廷 と 結び 付い た 平 清盛 を 中 心 と する 平家 は 源義 朝 を 中 心 と する 源氏 を は る か に 
上 回 る 権力 と 富 を 手 に 入れ る よう に な っ た の で ある 。 

こう し て 、「 平 治 の 乱 」 (1159 年 )」 が 起こ る の で ある 。 源氏 の 運命 を 賭け て 立ち 
上 が っ た 源義 朝 で あっ た が 、 惜 し くも 敗れ 尾張 まで 逃げ 落ち た と ころ を 家人 の 長 
田 忠 致 に 謀殺 され た 。 

この 事件 を きっ か け に し て さら に 平家 の 権力 は 高まる こと と な っ た 。 また 、 源 
義朝 の 三男 頼朝 は 伊豆 に 流さ れ 流 人 と な り 、 九 男 義経 (幼名 、 牛 若 ) は 成長 し た 
後 、 鞍 馬山 に て 僧 但 と な る こと を 義務 づけ られ た 。 時 に 頼朝 14 歳 、 義 経 は まだ 生 
まれ た ば か り の 赤子 で あっ た 。 

時 は 流れ 、 平 家 の 塾 い は 頂点 に 達し 、「 平 氏 に あら ずん ば 人 に あら ず 」、 そ の ま 
ま の 専 模 が 続い た 。 だ が 、 人々 の 平家 に 対す る 不満 も 徐々 に つの っ て いた 。 そし 
て 1177 年 、 つ い に 不 有 遇 の 皇子 、 以 仁王 と 源 頼 政 に よる 平家 討伐 の もくろみ が 発覚 
する の で あっ た 。 事件 その も の は た いし た こと も な く 平 定 さ れ て し まう の だ が 、 
この 時 、 以 仁王 は 一 つの 令 旨 を 発し て いる 。 

「 源 氏 ゆ か り の 者 ども 、 平 家 を 討伐 せよ 。」 

この 令 旨 は 源 行 家 の 手 に より 、 伊 豆 の 源 頼 朝 、 木 曽 の 源義 仲 、 甲 斐 の 武田 氏 ら 
全国 の 源氏 の も と へ 届け られ た 。 こ の 時 義経 は 奥州 に いた 。 

目 ら の 出生 、 源 氏 の 悲劇 、 父 の 無念 、 兄 、 頼 朝 の 流 人 生活 。 鞍馬 山 で の 生活 の 
な か で それ ら を 知っ た 義経 は 平家 討伐 を 夢見 て 奥州 へ 逃げ て いた の で ある 。 当 時 、 
奥州 は 朝廷 の 政治 圏外 で あり 、 そ の 実力 は は か り 知れ な いも の が あっ た 。 義経 は 
成人 する まで 奥州 の 藤原 氏 の 底 護 の も と で 暮らし 、 平 家 打 倒 の 機会 を うか が っ て 
いた の で ある 。 

・ その 義経 に 令 旨 は 届か な か っ つた 。 に も か か わら ず 奥 州 で 兄 頼 朝 の 挙兵 を 知っ た 
義経 は 頼朝 の 挙兵 に 参加 すべ く 鎌 倉 へ と 駆け つけ る の で ある 。 

日 本 史 を 彩っ た 天才 、 義 経 の 活躍 が 始ま る 。 








1159 年 
1160 年 
1162 年 
1165 年 
1174 年 


1177 年 
1180 年 


1181 年 
1183 年 


1184 年 


1185 年 


1187 年 


1188 年 


養和 元 年 
寿 永 二 年 


寿 氷 三 年 


文治 三 


文治 四 年 


・ 一 月 、 
・ 二 月 、 
・ 三 月 、 水 軍 を 率い て 壇 の 浦 に せま る 。 


ーー 義経 の 生涯 一 一 


・ 義 経 (幼名 、 牛 若 ) 生ま れる 。 父 、 源 義朝 。 母 、 常 盤 御前 。 
・ 平 治 の 乱 、 起 こる 。 

・ 父 、 源 義朝 、 尾 張 に て 暗殺 され る 。 

・ 兄 、 源 頼朝 、 相 模 の 伊豆 へ 流さ れる 。 

・ 牛 若 、 四 歳 の 春 、 京 の 山科 の 里 に 預け られ る 。 

・ 牛 若 、 七 歳 の 冬 、 鞍 馬山 の 鞍馬 寺 に 預け られ る 。 

・ 牛 若 、 十 六 歳 、 鞍馬 山 を 抜け 出し 奥州 平泉 を めざす 。 

・ 元 服 し 「 源 九郎 義経 」 と 名 の る 。 

・ 以 仁王 、 
・ 四 月 、 
・ 八 月 、 頼 朝 、 伊 豆 で 挙兵 。 
・ 九 月 、 
・ 十 月 、 


源 頼 政 に よる 鹿 ケ 谷 事 件 発生 。 
以 仁 王 の 令 旨 、 諸国 源 氏 に 向け て 発っ せら れる 。 
源義 仲 、 木 曽 で 挙兵 。 

駿河 の 黄 瀬 川 の 宿 で 兄 、 頼 朝 と 対面 する 。 その 後 、 
鎌倉 に 住む 。 


・ 平 清盛 死す 。 

・ 五 月 、 義仲 、 平 維 盛 を 敗 る 。 

・ 七 月 、 義仲 、 京 に 入る 。 

・ 九 月 、 後 白河 法皇 、 義 仲 に 平 氏 追 討 を 命ずる が 横暴 激しく 


法皇 は これ を 頼朝 に 訴え る 。 


・ 十 二 月 、 義 経 、 範 頼 を 大 将 と し て 義仲 追 対 軍 、 鎌 倉 を 発つ 。 
s% 一 月 、 
・ 二 月 、 一 の 谷 の 合戦 で 平 氏 を 破る が 平 宗 盛 以 下 の 主 だ っ た 


宇治 川 の 合戦 で 義仲 を 粟津 に て 討つ 。 


者 は 屋島 に 逃れ る 。 その 後 、 頼 朝 の 命 で 京 に と ど ま る 。 


・ 八 月 、 義 経 、 左 衛門 少尉 、 検 非違 使 に 任 ぜ られ る 。 
・ 十 月 、 義 経 、 院 内 へ の 昇 典 を 許さ れ 京 に お いて 源氏 の 代表 


的 立場 に な る が 頼朝 の 許可 を 得 ず に 任官 し た こと で 頼朝 の 
怒り を 買う 。 

義経 、 平 氏 追 討 の た め 京 を 発つ 。 

屋島 を 奇襲 し て 平 氏 を 破る 。 


、 平 氏 減 亡 。 
、 頼 朝 に よっ て お くら れ た 暗殺 者 、 土 佐 房 昌俊 を し り 


、 源 行 家 ら と 西国 に て 再 挙 を は か ろう と 四国 に 向 か 
う が 、 大 物 の 浦 で 遭難 し 大 和 に の が れる 。 

、 有 藤原 秀 衡 を 頼っ て 平泉 に つく 。 

、 秀 衡 死す 。 


・ 二 月 、 藤 原 泰 衡 に 義経 追 討 の 定 旨 くだ る 。 


1189 年 文治 五 年 ・ 四 月 、 義 経 、 衣 川 の 館 で 泰衡 の 軍 に 攻め られ 自害 する 。 ( 義 
経 三 十 一 歳 ) 
・ そ の 後 、 頼 朝 は 奥州 に 攻め 入り 藤原 家 を 減 ぼ し 三 年 後 の 1192 
年 に 鎌倉 幕府 を ひら く 。 








ーー 主要 人 物 紹介 一 一 


源 義経 (な な も と よし つね ) 1159^ て 1189 ? 

この 物語 の 主人 公 。 源 義朝 の 九 男 。 宇治川 の 合戦 で 源義 仲 を 破り 、 一 の 谷 、 屋 
島 、 壇 の 浦 の 合戦 で 平家 を 追 訂 し た 。 だ が 、 兄 源 頼 朝 の 政治 に 不 必要 な 義経 は 、 
奥州 平泉 で 頼朝 の 意 を うけ た 藤原 泰衡 に 衣川 の 館 を 攻め られ 自害 し た と され て い 
る 。 義経 に は 、 そ の 数 寄 な 運命 と 悲劇 性 か ら 多 く の 伝 説 が 生ま れ て いる 。 有 名 な 
伝説 で は 、 平 泉 か ら 脱出 し た 義経 が 中 国 大 陸 に 渡り 、 チ ン ギ スハ ー ン に な っ た と 
いう も の な ど が ある 。 


源 頼朝 (みな も と より と も ) 1147~1199 

源義 朝 の 三男 。 鎌倉 幕府 初代 将軍 。 平治 の 乱 で 敗走 中 に 捕らえ られ て 伊豆 に 配 
流さ れ た 。 その 後 北条 政子 と 結婚 し 、 以 仁王 の 令 旨 を 受け て 共 兵 。 源義 経 、 範頼 
を 派遣 し て 次 々 と 平家 軍 を 敗 り 、1185 年 、 つ い に 壇 の 浦 で 平家 を 滅ぼし た 。 そ の 
後 、 義 経 を 奥州 平泉 で 討ち 、 鎌 倉 に 幕府 を 成立 させ た 。 日 本 初 の 武家 政治 の 始ま 
り で ある 。 頼朝 の 最後 は は つっ きり し な い が 、 相 模 川 の 橋 供養 の 帰路 の 落馬 が 原因 
で 死亡 し た と いわ れ て いる 。 


源 義仲 (な みな も と よし な か ) 1154~1184 
源義 質 の 子 で ある 。 父 が 源義 平 に 計 た れ て か ら 木 曽 の 豪族 、 中 原 兼 遠 を た より 、 
木曽 で 成人 し た 。 よっ て 木曽 義仲 と も よ ば れ て いる 。1180 年 ( 治 承 4 年 ) 以 仁王 
令 旨 に より 反 平 家 の 芋 兵 。 倶利 伽 維 峠 の 戦い で 平家 を 撃ち 破り 入 京 し た 。 
し か し 、 そ の 後 、 後 白河 法皇 と 対立 する よう に な り 後 白河 法皇 を 幽閉 し て 朝日 将 
軍 と な る が 、 源 義経 、 範頼 の 軍 に 敗れ 近江 粟津 で 討死 し た 。 


源 義朝 (みな も と よし と も ) 1123~1160 
源 為 義 の 長男 で 義経 、 頼 朝 ら の 父 で ある 。 保 元 の 乱 で 平 清盛 と と も に 後 白河 天 
旦 側 に つき 、 崇 徳 上 手 、 藤 原 頼 長 ら と 対立 し 勝利 し た 。 し か し 、 こ の 戦い で 上 和 皇 
側 に つい た 父 や 弟 な ど 一 族 の 多く を 失っ て し まう 。 その 後 平治 の 乱 で 清盛 に 敗れ 
尾張 で 長田 忠 致 に 暗殺 され た 。 


源 範頼 (みな も と の り よ り ) 7???7?~???? 

源義 朝 の 六 男 。1181 年 (養和 元 年 )、 兄 頼朝 の 命 に より 、 源 義広 追 計 の 命 を うけ 
て 出陣 。 次 いで 、1184 年 ( 元 暦 元 年 ) 第 義 経 と 共に 義仲 軍 を 敗 っ た 後 、 一 の 谷 の 
合戦 で 平 氏 を 敗走 させ 、 そ の 功 で 三河 守 に な っ た 。 同年 に 再び 平 氏 追 対 に 山陽 道 
を 進む が 兵糧 の 不足 な ど で 苦 戦 し た 。 平 氏 減 亡 後 の 1185 年 (文治 元 年 ) 九州 に 渡 
り 鎌倉 幕府 支配 の 整備 に あたる が 1193 年 ( 建 久 4 年 ) 曽我 兄弟 の 信 討 事件 に 端 を 
発し た 失言 事件 で 失脚 、 伊 豆 に 配流 に 処せ られ 、 最 期 は 不明 で ある 。 


武蔵 房 弁 塵 (むさし ぼう べ ん け い ) ?? 2 7?2 < て 1189 

熊野 別当 弁 正 の 子 と いわ れ て いる 。 源義 経 の 従者 で 伝説 的 英雄 で ある 。 義経 と 
と も に 平家 討伐 で 多く の 勲功 を た て た 。 義経 が 頼朝 に 追わ れ て か ら は 、 安 宅 の 関 
な ど で 義 経 の 逃亡 を 助け た 。 し か し 平泉 で 藤原 泰衡 の 攻撃 を 受け 衣川 の 館 で 、 全 
身 に 矢 を 受け 、 立 っ た まま 死ん だ と いわ れ て いる 。 


伊勢 三郎 (いせ . さぶ ろう ) ???? ン て 1186 

本 名 は 義盛 と いい 、 父 の 義道 は 義朝 に つか え 平 治 の 乱 で 戦っ た 。 敗 戦後 、 三 郎 
は 野党 の 首領 を し て いた と 言わ れ て いる が 、 奥 州 の 近く の 豪族 で あっ た と も 言わ 
れ て いる 。 義経 の 家 来 に な り 屋 島 、 壇 の 浦 の 合戦 で 活躍 し 、1185 年 (文治 元 年 ) 
義経 と 頼朝 が 不 和 に な り 、 義 経 が 京 か ら 西国 へ 逃れ る の に 従っ た が 、 途 中 で 義経 
と 別れ 、 そ の 後 の 行動 や 最期 は わか っ て いな い 。 


藤原 秀 衡 (ふじ わら ひで ひら ) ???? ぐ 1187 

藤原 基 衡 の 子 。 奥州 藤原 氏 の 三代 目 で ある 。 軍事 行動 は 一 切 起 こさ な か っ た が 
その 実力 は 鎌倉 の 頼朝 に と っ て も 合 威 で あっ た 。 秀 衡 は 源義 経 を 葵 愛し 、 頼 朝 に 
追わ れ た 義経 を か くま い 、 そ の 遺言 で 義経 の 保護 を 訴え て いる 。 し か し 、 彼 の 没 
後 、 息 子 の 泰衡 は 頼朝 の 圧力 に 屈し 義経 を 討っ て し まう 。 その 後 奥州 は 頼朝 に 攻 
め ら れ 、 奥 州 平泉 の 文化 も 途絶 えて し まっ た 。 


平 清盛 (た いら きよ も り ) 1118~1181 

平 忠 盛 の 子 で 忠 盛 の 政治 基 毅 を 継承 し 、 保 元 の 乱 、 平 治 の 乱 を 通じ て 平家 全盛 
時 代 を 築い た 。1160 年 ( 永 暦 元 年 ) 正三 位 参議 、 さ ら に 1167 年 ( 仁 安 2 年 ) 従一 
位 太 政 大 臣 に な り 平 氏 一 門 の 総帥 と し て 権力 を ふる っ た 。 し か し 、 以 仁王 、 源 頼 
政 が 平家 打倒 の 兵 を 挙げ 、 こ れ は 鎮圧 し た が 、 以 仁王 の 令 旨 を 受け た 源 頼 朝 ら 反 
平家 勢力 が 台頭 し て くる な か 熱病 に 置 さ れつ い に 倒 れ た 。 


平 知 盛 ( た いら と も も り ) 1152~1185 

平 清盛 の 四 男 。 清 盛 亡き 後 の 平 家 の 軍 事 的 統率 者 で あっ た 。 源義 仲 に 追わ れ て 
都 落ち し 、 一 の 谷 の 合戦 で 息子 の 知 章 を 失い 、 壇 の 浦 の 合戦 で は 一 門 の 敗北 を 見 
届け て か ら 入 水 し た 。 


後 白河 法皇 (ご し ら か わ ほ うお う ) 1127~1192 

鳥羽 天皇 の 第 四 皇 子 。 保 元 の 乱 で 崇徳 上 皇 を 破り 院政 を 始め た 。 また 、 平 治 の 
乱 で は 二条 天皇 の 親政 派 を 排除 し 結果 と し て 平家 全盛 時 代 を 招く 。 その 後 、 平 清 
盛 と の 対立 が 表面 化し 源義 仲 、 さ ら に 源 頼 朝 を 官軍 と し て 平家 を 追 訂 さ せる が 、 
今度 は 頼朝 の カカ を お それ 、 義 経 と 頼朝 が 対立 する よう に 画策 し た が 失敗 。 逆 に 頼 
朝 の 要求 し た 守護 、 地 頭 の 設置 を 受託 する こと に な り 武 家政 権 成立 の 基 艇 を 与え 
て し まう 。 頼朝 を し て 日 本 一 の 大 天狗 と いわ し め た 策略 家 で あっ た 。 

















建礼門院 (けん れい も ん いん ) 1155~1213 

平 清盛 の 娘 で ある 。 母 は 平時 子 ( 二 位 の 尼 ) で ある 。 入内 し て 高倉 帝 の 女御 と 
な っ た 。1178 年 ( 治 承 2 年 ) 安徳 天皇 を 出産 。 源 義仲 の 軍勢 が 入 京 後 、 平 家 一 門 
と と も に 西国 に の が れ た 。 し か し 、 義 経 ら に 壇 の 浦 で 追い 詰め られ 入水 する が 助 
けら れ 、 後 に 出家 し 高倉 帝 、 安 徳 帝 の 冥福 を 祈っ て 余生 を 送っ た 。 


静 御前 (し ず か ご ぜん ) ????~???? 

磯 の 禅 尼 の 娘 。 男 舞 を する 白拍子 で あっ た 。 源義 経 の 龍 愛 を うけ 義経 の 都 落ち 
に し た が っ た 。 し か し 、 途 中 で 別れ 、 後 に 潜伏 中 の と ころ を 捕らえ られ 鎌倉 に 送 
られ た 。 源 頼 朝 の 召し に より 鶴岡 八幡 宮 の 回 廊 で 歌舞 を 演じ た が 義経 へ の 思慕 を 
演じ た の で 頼朝 の 不 興 を か っ た 。 そ の 後 義 経 の 子 を 出産 し た が 頼朝 に より 殺さ れ 、 
鎌倉 を 出 て いる 。 その 後 の 消 四 は わか っ て いな い 。 


常盤 御前 (と きわ ご ぜん ) 1137 て ???7 

源義 朝 の 壮 で あっ た 。 都 中 か ら 選 ば れ た 美女 十 人 の うち の 一 人 で あっ た 。 今 若 
乙 若 、 牛 若 の 三 人 を 産ん だ が 、 こ の うち の 牛 若 こそ が 後 の 義 経 で ある 。 し か し 、 
義朝 が 平治 の 乱 で 敗れ る と 清盛 の 村 に され 、 さ ら に 藤原 長 成 と 再婚 し て いる 。 


北条 政子 (ほう じょう まさ こ ) 1156~1225 

北条 時 政 の 娘 。 源 頼朝 の 妻 で ある 。 ゲ 頼朝 没 死後 、 頼 家 が 将軍 職 に つく と 出家 し 
尼 と な る が 一 方 で は 父 時 政 、 弟 義 時 と と も に 幕政 に 参加 し 幕府 内 に お ける 北条 家 
の 権力 を 高め た 。 後に 義 時 と 時 政 が 対立 する よう に な る と 義 時 側 に 立ち 時 政 を 伊 
豆 に 幽閉 し た 。 承 久 の 乱 の 時 に は 諸 御 家人 を 前 に 頼朝 の 思 義 を 説き 幕府 の 基礎 を 
固め た 。 世 に 尼 将 軍 と 称せ られ た 。 


ーー ゲー ム を 始め る 前 に 一 一 


パッ ケー ジ 内 に 以下 の 物 が 入っ て いる か どう か 確認 し て 下さ い 。 


ディ スク  ( 二 枚 ) 
取り 扱い 説明 書 (本 書 ) 
ユー ザー 登録 葉書 


ハー ド に つい て の 確認 を し て 下さ い 。 


パソ コン 本 体 PC-9801VM 以 降 (5 一 2HD) 
PC-9801UV 2 以降 (3.5 一 2HD) 
要 640KB / 要 16 色 
ディ スプ レイ 要 ア ナ ロ グ RGB (640* ま 400 ラ イン ) 
その 他 FM 音源 対応 
要 バ スマ ウス 
(※ キ ー ボ ー ド は 使用 し ませ ん ) 


ーー ゲー ム の 起動 方 法 一 一 


本 体 に 電源 を 入れ 、 続 いて ドラ イブ 1 に MS-DOS の シス テム を 組み 込ん だ 義経 の 
A デ ィ ス ク を 、 ド ライ ブ 2 に BB ディス ク を 入れ て リセ ッ ト し て 下さ い 。 

「 義 経 」 の オー プ ニ ン グ デ モ が 始ま り ま す 。 ゲ ー ム を すぐ に は じ め た いと き は マ 
ウス を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 メ ニュ ー 画 面 に か わり ます 。 メ ニュ ユ ュー 画面 で は 「 ス 
トー リー モー ド 」 か 「 シ ミュ レー ショ ン モ ー ド 」 の いずれ か を 選ん で 下さ い 。 
義経 の ふた つの モー ド に つい て 説明 し ます 。 


1. スト ー リ ー モ ー ド 
アド ベン チャ ヤー と シミ ユ レ ーション に よっ て 貴方 自信 が 義経 と な っ て 源 
平 の 戦い に 挑ん で 下さ い 。 始ま り は アド ベン チャ ー で す 。 義経 が 兄 頼 朝 と 
会 うと ころ か ら 始 まり ます 。 し ば らく の アド ベン チャ ー の 後 、 シ ミュ レー 
ジョ < め 他 りつ くだ で し よう 。 で の 他 も アド ペン チャ ヤー と ソ ツ ミ コレ テン ショ 
ン の 繰り 返し に より 義経 の 人 生 を 経験 し て みて 下さ い 。 
アド ベン チャ ー で の 経験 に よっ て シミ ュ レ ーション で の 武将 達 の 力量 が 
変わ っ て きま す 。 


a 


ゲー 


1. 


= 


3. 


ジン ミュ レー ショ ン モ ー ド 

義経 の 合戦 部 分 だ け を と り だ し た モー ド で す 。 し た が つて シミ ユ レ ー シ ョ 
ン の み で 構成 され て いま す 。 合 戦は 四 つ あ り ま す 。 そ れ ぞ れ 選 ん で 下さ い 。 
武将 等 の パラ メー ター は あら か じ め 設 定 さ れ て いま す 。 


ー 用 語 説明 一 


ム の 説明 に 入る 前 に 本 書 で 用 いる 用 語 の 説明 を し ます 。 


マウ ス に つい て 

左 ク リッ ク GR 左 ボ タン を 押す こと 

右 ク リッ クタ ク ー ………………… 右 ボ タン を 押す こと 

選択 AS 左 ク リ ッ ク 
ZD0C の 影響 力 に つい て 

シミ ュ レ ーション に お ける 駒の 支配 地域 に 対す る 影響 力 の こと 

支配 地域 NR 駒の 上 下 左 右 

Rs 0 RTI 互い に 敵 の 支配 地域 を 通り 抜け る こと は で き な 


い 。 


ター ン に つい て 

シン ミ ュ ユ レ ーション に お ける 功 防 は ター ン 制 で 行わ れ ま す 。 1 回 の ター ン 
に は 決ま っ た 移動 能力 が あり ます の で 、 そ の 移動 能力 以内 で いく つか の 駒 
を 移動 させ 、 時 に は 戦闘 を 行い ます 。 この 一 連 の 行動 が 1 回 の ター ン で 行 
われ ます 。 自分 の ター ン と 敵 の ター ン が 交互 に 行わ れ 、 決 着 が つく まで 続 
きま す 。 
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ーー 


ーー ゲー ム の 遊び 方 一 一 
1]. アド ベン チャ ー 


1. 目的 

あな た は 義経 と な り 、 源 平 の 争乱 期 を 生き ぬく こと に な り ま す 。 現実 の 義 
経 と お な じ く 、 大 活躍 し て 下さ い 。 

アド ベン チャ ー で の 義経 の 行動 に より 、 義経 自身 、 ま た 各 武 将 た ちの 行動 、 
及び 義経 に 対す る 感情 な どい ろ ん な パラ メー ター に 変化 が 生じ ます 。 話 が 進 
む に つ れ 義 経 の 人 生 が 見 えて くる で し ょ う 。 

この アド ベン チャ ー の 結果 に より 後に 行わ れる 戦闘 を 有利 に 戦え る か 不利 
に 戦う の か が 決ま り ま す 。 よく 考え て 行動 し て 下さ い 。 





どど. 画面 
左上 メイ ン 画 面 で す 。 こ こ に 現在 5 織 
いる 場所 の 風景 が グラ フィ ッ ク 
で 表示 され ます 。 4 すみ に は 現す 
在 、 話 し て いる 人 物 の 顔 が 表示 界 
され ます 。 導 ダイ ンジ 7 っ 
左下 スト ー リ ー 表 示 欄 で す 。 プロ 条 科 ersrw で っ 
ンプ ト が で た と き は を を クリック 上 識 2 科 Wa 
し て 下さ い 。 上 下 の 矢 E 有 は スト 1 計 計 竹 23 お 
ー リ ー の スク ロー ル に 使用 し ま rme 
す 。 過去 を 見 直し た い 時 な ど に 使い ます 。 元 に 戻す と き は 矢印 以 
外 の と ころ を クリ ッ ク し て 下さ い 。 
右上 コマ ンド エリ ア で す 。 人物 、 豆 知識 、 機 能 が あり ます 。 
右 中 央 行動 の 選択 画面 で す 。 
須玉 武将 の パラ メー ター で す 。 それ ぞ れ 意味 が あり ます が 、 武将 パ 
ラメ ー タ ー に つい て は 後に 述べ ます 。 
づ . 行動 選択 


行動 の 選択 画面 の 中 か ら 義 経 で ある あな た が と る べき 行動 を 選択 し て 画面 
内 を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 その 行動 に より 話 が 進み ます 。 


ー ]11 一 


4. コマ ンド 


@ 人 物 

人 物 の パラ メー ター を 表示 し ます 。 こ れ を 左 ク リッ ク す る と 人 物 の 一 覧 
表 が で ます 。 人 物 を 選択 し て 下さ い 。 その 人 物 の パラ メー ター が 右 下 に 表 
示さ れ ま す 。 終了 する 時 は 右 ク リッ ク を し て 下さ い 。 

人 @ 豆 知識 

用 語 や 人 物 の 説明 コマ ンド で す 。 こ れ を クリ ッ ク す る と 調べ た いも の の 
分 類 が 表示 され ます 。 調 べた いも の を 選択 し て 下さ い 。 項目 の 一 覧 が 表示 
され ます 。 項目 を 選択 し て 下さ い 。 項目 に つい て の 説明 が 表示 され ます 。 
終了 する と き は 項目 の 説明 を 表示 し た 後 で 在 ク リッ ク し て 下さ い 。 右 ク 
リッ ク す る と 項目 の 選択 に 戻り ます 。 


@ 機 能 
機能 を 選択 する と ゲー ム に 関す る 諸 機 能 を 実行 で きま す 。 右 クリ ッ ク で 
解除 され ます 。 
・ ロ ー ド デー タ を ロー ド し ます 。 シ ミュ ユ レ ーション の デー 
タ を ロー ド し た 場合 に は シミ ュ レ ーション に 移 
行 し ます 。 
・ セ ー ブ 現在 の と ころ まで の デー タ を セー ブ し ます 。 
・ 文章 速度 文章 の 表示 スピ ー ド を 変更 し ます 。 
・ マ ウス マウ スス ピー ド を 変更 し ます 。 
・ 終 了 モー ド 選 択 画面 に 戻り ます 。 


。 武将 パラ メー ター に つい て 


コマ ンド で 人 物 を 選択 し た 時 、 も し く は メイ ン 画 面 上 の 人 物 の 顔 の 上 を ク 
リッ ク し た 時 に 表示 され ます 。 
0 と 100 ま で の 数 値 で 、 表 示さ れ ま す 。 こ れ ら は すべ て シミ ュ ユ レ ーション の 


攻撃 、 防 御 、 規 律 、 士気 の すべ て に 影響 を あたえ ます 。 これら の 数 値 は 高 け 
れ ば 高い 程よい 結果 と な り ま す 。 


@③ 和 気力 ーー 戦闘 に 対す る 気力 で す 。 
@⑧ 人 体力 ーー 体力 で す 。 
⑧ 統 率 力 ーーー 兵 を まとめ あげ る 力 で す 。 


⑧ 芸 経 へ の 信頼 …… 義経 に た いす る 忠誠 度 。 
人 頼朝 へ の 信頼 …… 頼朝 に た いす る 忠誠 度 。 


@ 剣 術 ーー 剣 を あつ か う 能 力 で す 。 
@⑧ 弓術 OP 弓 を あつ か う 能 力 で す 。 
上 @ 馬術 NN 馬 を あや つる 能力 で す 。 
供 採 船 ONE RE PPR 船 を あや つる 能力 で す 。 


ー 12 一 


1. 画面 説明 

右 の 画面 写真 を 参考 に し て 下さ い 。 pm 

上 コマ ンド 欄 で す 。 交 替 、 委 
任 、 戦 況 、 豆 知識 、 機能 が あ 
り ま す 。 

左 メイ ン 画 面 で す 。 自軍 は 白 
い 駒 で す 。 平家 軍 は 赤い 駒 で 
す 。 青 の 駒 は 義仲 軍 及 び 、 範 # 
頼 軍 で す 。 義仲 軍 は 敵 。 範頼 日 
軍 は 味方 で す 。 

右上 全体 マッ プ で す 。 メイ ン 画 
面 の 範囲 が 枠 で 表示 され て いす 。 駒の 残り 移動 量 と 総 残り 残 移 動 量 
も 表示 され ます 。 

また 、 戦 闘 時 に は 相手 の パラ メー タ が 表示 され ます 。 
右 下 自軍 の 部 隊 の パラ メー ター 等 の 情報 が 表示 され ます 。 





レア アア ルル や や で ペペ アア アツ や いで ペア ツン アツ "てい 


己 . 勝利 条件 
各 マ ッ プ に お ける 勝利 条件 は 下記 の と お り で す 。 
1、 宇 治 川 の 合戦 一 源 義仲 を 倒す 
2 、 一 の 谷 の 合戦 一 平 知 盛 を 倒す 
3、 屋 島 の 合戦 一 平 宗 盛 を 倒す 
4、 壇 の 浦 の 合戦 一 平 知 盛 を 倒す 
※ こ れ ら の 武将 を 倒す た め に は 他 の 武将 を 倒し て お く と 有利 
で す 。 


義経 が 敗れ る と ゲー ム オ ー バ ー で す 。 


3. スク ロー ル に つい て 
(1) メイ ン 画 面 内 


まみ を だ クル ツク の oo その 方 向 へ スク ロー ル し ます 。 
(2 ) 全体 マッ プ 内 
の リグ INARI EN その 場所 に 瞬間 移動 し ます 。 
右 ク リッ ク に ドー ドー ドド ドー ドーン その 場所 に 向かっ つて スク ロー ル し ま 
の 


4. カナ キー に つい て 
カナ キー が ロッ ク さ れ て いる と 敵 側 も 人 間 の 操作 に な り ま す 。 
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ら . 移動 


駒 に よ つ て 移動 で きる 範囲 が 違い ます 。 駒 残り 移動 量 が 画面 に 表示 され ま 
す の で 参考 に し て 下さ い 。 
まず こち ら の ター ン に な っ た ら 


(1 ) 
(2 ) 


CS 


(4) 


動か す 駒 が メイ ン 画 面 内 に くる よう に スク ロー ル さ せま す 。 
動か す 駒 を 左 ク リッ ク で 選び ます 。 
ウィ ンド ウ が 開い て 移動 の コー ス 設 定 を 自動 に する か 手動 に する 
か 聞い て くる の で 変更 し た い 場 合 の み 変更 する 方 を 左 ク リッ ク し 
て くだ さい 。 変更 し な い 場 合 は それ 以外 の 場所 を 左 ク リッ ク し く 
だ さい 。 
この 時 移動 可能 範囲 が 表示 され ます 。 
その 駒の パラ メー ター も 表示 され ます 。 
敵 の 駒 を 左 ク リッ ク し た 場合 に は その 駒の パラ メー タ が 表示 され 
ます 。 
コー ス 設 定 が 自動 の 時 
移動 先 を 左 ク リッ ク す る と 自動 的 に コー ス が 表示 され ます 。 
その コー ス で よけれ ば 移動 先 を も う 一 度 、 左 クリ ッ ク し て 下 
さい 。 駒 が 移動 し ます 。 
移動 先 を 変え たい 時 は 別 の 場所 を 在 ク リッ ク し て 下さ い 。 別 
の コー ス が 設定 され ます 。 
キャ ン セ ル は 右 ク リッ ク で す 。 
コー ス 設 定 が 手動 の 時 
駒 を 移動 させ る 道順 で 場所 毎 に 左 ク リッ ク し て いき ます 。 駒 
残り 移動 量 を 参考 に し な が ら 移 動 先 を 決定 し て 下さ い 。 移動 
先 が 決 まっ た ら そ の 場所 を も う 一 度 、 左 クリ ッ ク し て 下さ い 。 
駒 が 移動 し ます 。 
キャ ン セ ル は 右 ク リッ ク で す 。 
総 残り 移動 量 が 0 に な る まで いく つ で も 駒 を 動か せま す 。 


移動 中 に 相手 の Z0C に 捕らえ られ る と 移動 が 終了 し ます 。 


屋島 で は 海 か ら 陸 、 壇 の 浦 で は 陸 か ら 海 へ の 移動 が 各 駒 に つき 1 
回 だ け 可 能 で す 。 
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6. 戦闘 


敵 の 駒の 隣 に 移動 する と 戦闘 する 事 が で きま す 。 

(1) 戦闘 で きる 相手 が 黄色 い 枠 で 囲ま れ ま す 。 
この 時 、 囲 まれ た 敵 の 駒の 上 に マウ ス を 移動 させ る と 、 そ の 駒の 
パラ メー ター が 表示 され ます 。 

(2) 戦闘 し た い 時 は 枠 で 囲ま れ た 敵 の 駒 を 左 ク リッ ク し て 下さ い 。 
戦闘 し た く な けれ ば 右 ク リッ ク し て 下さ い 。 

(3) 戦闘 は 自動 的 に 行わ れ ま す が 、 戦 闘 結果 は 互い し の パラ メー ター に 
よっ て 決ま り ま す 。 後述 の パラ メー ター の 説明 を 参考 に し て 下さ 
Na 

(4) 部 隊 人 数 が 0 に な る と 負け で す 。 

(5) 戦闘 に より 各 パ ラメ ー タ ー に 変化 が 生じ ます 。 


ノ . コマ ンド 


各 コ マン ド は 左 ク リッ ク に より 実行 され ます 。 
@ 交 替 
交替 を 選択 する と 総 残 り 移 動 量 が 残っ て いて も プレ イヤ ー 側 の ター ン 
を 終了 し ます 。 
参戦 況 
戦況 を 選択 する と 現在 の 自軍 と 敵 軍 の 全部 隊 数 、 人 数 、 武 将 名 な ど を 
表示 し ます 。 右 クリ ッ ク す る と 終了 し ます 。 
@ 委 任 
委任 を 選択 する と 自動 モー ド に な り ま す 。 自 軍 の 行動 、 戦 闘 の 1 ター 
ン を コン ピュ ー タ に 委任 する コマ ンド で す 。 い くつ か の 駒 を 動か し た 後 
で も 可能 で す 。 
人 @ 豆 知識 
用 語 や 人 物 の 説明 コマ ンド で す 。 こ れ を クリ ッ ク す る と 調べ た いも の 
の 分 類 が 表示 され ます 。 調べ た いも の を 選択 し て 下さ い 。 項目 の 一 覧 が 
表示 され ます 。 項目 を 選択 し て 下さ い 。 項目 に つい て の 説明 が 表示 され 
ます 。 終 了 す る と き は 項目 の 説明 を 表示 し た 後 で を クリ ッ ク し て 下さ い 。 
右 ク リッ ク す る と 項目 の 選択 に 戻り ます 。 
@ 機 能 
機能 を 選択 する と ゲー ム に 関す る 諸 機 能 設 定 が で きま す 。 右 クリ ッ ク 
で 解除 され ます 。 
・ ロ ー ド デー タ の ロー ド を し ます 。 シ ミユ レー ショ ン モ ー 
ド の 時 に は アド ベン チャ ヤー の デー タ は ロー ド で き 
ませ ん 。 
・ セ ー ブ デー タ の セー ブ を し ます 。 
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・ マ ウス マウ スス ピー ド を 設定 し ます 。 
・ 終 了 モー ド 選 択 に も どり ます 。 


8. 部 隊 
シン ミユ レー ショ ン で は 、 4 種類 の 部 隊 が 存在 し ます 。 各 部 隊 に は その 部 隊 
特有 の 長所 短所 が あり ます 。1 部 隊 最 高 100 人 で す 。 駒 に 横 棒 が 入っ て いる の 
は 武将 が いる 部 隊 で す 。 地 形 効果 と あわ せ て 戦術 の 資料 と し て 下さ い 。 


] 、 語 隊 刀 で 戦う 部 隊 で 、 森 、 平 地 、 山 地 、 村 で の 攻撃 が 得 
意 。 移 動力 は 7 で す 。 


SoS、 弓 隊 弓 を 使う 部 隊 で 、 攻 撃 カ は か な りあ る が 、 山 や 森 で 
は 不利 で す 。 防 御 カ は や や 低い 。 移 動力 は 5 で す 。 


3、 騎馬 隊 馬 に 乗る 部 隊 で 、 功 防 の バラ ンス の と れ た 部 隊 で す 。 
移動 力 は 10 で す 。 


4、 船 隊 海上 の 部 隊 で 、 移 動力 は 3 で す 。 


9. 駒の バラ メー ター 
駒 に は 下記 の パラ メー ター が あり ます 。 こ の 値 は アド ベン チャ ー の 行動 に 
よっ て 初期 値 が 変化 し ます 。 シ ミュ レー ショ ン モ ー ド の 場合 は あら か じ め 決 
め ら れ た 値 か ら ス ター ト し ます 。 
これ ら の パラ メー ター と 地形 、 部 隊 の 種類 、 敵 の 種類 、 地形 の 種類 に よっ 
て 戦闘 の 優劣 が 決ま り ま す 。 


] 、 攻 撃 力 敵 に 対す る 攻撃 力 で す 。 

己 、 防 御 カ 敵 の 攻撃 に 対す る 防御 カ で す 。 
9、 規 律 隊 の 統制 度 を 示す 数 値 で す 。 
4、 士気 隊 の 士気 を 示し ます 。 
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10. 地形 


地形 は 全部 で 6 種類 あり それ ぞ れ 特徴 が あり ます 。 


3、 森 林 


4、 河 川 


ら 、 海 


移動 力 を 1 必要 と する 。 
移動 カ を 3 必要 と し 、 剣 術 隊 以 外 は 攻撃 力 が 低い 。 


移動 力 を 2 必要 と し 、 弓 術 隊 に と っ て は 攻撃 力 が か 
な り 低 い 。 


移動 カカ を 1 必要 と し 、 騎 馬 隊 以外 は 防御 カ が 低い 。 


船 の み 移 動 が 可能 で 移動 力 を 1 必要 する 。 防御 力 は 


高い 。 
船 以 外 の 部 隊 で は 最高 の 防御 カ を 誇る 。 移 動 消費 量 


は 1 。 ま た 、 部 隊 が ここ に 移動 し て きた と きのみ 部 
隊 の 休息 と 補給 が で きま す 。 
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ユー ザー ズ カ ー ド は 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 な る べく ご 返送 下さ い 。 返送 され 
て いな いと 下記 の サポ ー ト が で き な い 場合 が あり ます 。 製 品 に は 万 全 を 期し て お 
り ま す が 、 万 一 弊社 の 責任 に よる 不都合 が 生じ まし た ら 、 御 面倒 で す が 弊 社 ユ ー 
ザー サポ ー ト 係 ま で ご 連絡 下さ い 。 不良 の 場合 は お 取り 替え いた し ます 。 も し 、 
お 客 様 の ミス に より ディ スク が 壊れ た 場合 は 、 そ の ディ スケ ッ ト と 現金 1500 円 を 
弊社 ユー ザー サポ ー ト 係 ま で お 送り 下さ い 。 新しい 物 と お 取り 替え 致し ます 。 


参考 文献 義経 記 
源平 時 代 人 物 も の し り 辞 典 新人 物 往来 社 


源平 の 興亡 学研 
義経 文春 文庫 司馬 遼太郎 
日 本 史 辞 典 角川 
新潮 日 本 人 名 辞典 新潮 
ら T AFF 
監 督 原 一 史 
企 画 SOFTEC 
シナ リオ SOFTEC 
プロ グラ ム 大 塚 武見 
遠 膝 英紀 
グラ フィ ッ ク 川北 浩 
西 前 健司 
堀内 一 弘 
音 ら 直 ノ ブス ケ 
S.E. ジス | 
テス ト プ レ イ 伊藤 雅 暁 
協 カ 矢 花 一 夫 
制 作 SOFTEC 


日 本 ソフ テッ ク 株 式 会 社 
東京 都 日 野市 日 野 1161- 1 -102 
TEL.0425-82-1502 
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